
370円
320円 160円

210円 100円
80円

5月～10月/ 8：30～17:00（最終入場16：30）
11月～4月/ 9：00～16:30（最終入場16：00）

318

天
鏡
閣
の
目
前
に
広
が
る
長
浜
は
、
夏
は
湖
水
浴
の
メ
ッ
カ
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
、ヨ
ッ
ト
を
楽
し
む
人
々
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

磐越西線猪苗代駅下車・駅前より会津
バスで約9分 長浜下車・徒歩約10分。



明
治
の
香
り
を

　
　
　
　今に
伝
え
る

天
鏡
閣

あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
け
ひ
と

よ
し
ひ
と

の
ぶ
ひ
と

さ
い 

し

 

○ 

明
治
40
年
８
月
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
殿
下
が
東

北
地
方
御
旅
行
中
、
猪
苗
代
湖
畔
を
巡
遊
さ
れ
、
そ

の
風
光
の
美
し
さ
を
賞
せ
ら
れ
て
こ
の
地
に
御
別
邸

を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

○ 

明
治
41
年
春
、
雪
解
け
を
待
っ
て
工
を
起
こ
し
、

同
年
８
月
竣
工
。
翌
９
月
、
皇
太
子
嘉
仁
親
王
殿
下

（
大
正
天
皇
）
の
行
啓
が
あ
り
、
同
御
別
邸
を
「
天

鏡
閣
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

 

○ 

大
正
13
年
６
月
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
、
有
栖

川
宮
の
祭
祀
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
天
鏡
閣
も
同

親
王
殿
下
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

 

○ 

昭
和
27
年
12
月
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
よ
り
、

天
鏡
閣
、
和
風
御
別
邸
〈
現
、
県
迎
賓
館
〉、御
別
邸

敷
地
（
山
林
を
含
む
約
九
八
ha
）
が
、
福
島
県
へ
御

下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
は
、
以
後
天
鏡
閣
を
会

議
、
講
習
会
等
に
利
用
し
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
に

よ
り
昭
和
46
年
４
月
よ
り
使
用
を
中
止
し
ま
し
た
。

 

○ 

昭
和
54
年
２
月
、
天
鏡
閣
本
館
、
別
館
、
表
門
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

○ 

昭
和
55
年
９
月
、
天
鏡
閣
修
復
工
事
着
工
。

 

○ 

昭
和
57
年
９
月
、
修
復
工
事
完
成
。

 

○ 

昭
和
59
年
７
月
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
再
建
。

 

○ 

昭
和
59
年
９
月
、
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
両
陛
下

御
来
県
。
天
鏡
閣
で
御
休
憩
さ
れ
ま
し
た
。

 

○ 

昭
和
61
年
９
月
、
徳
仁
親
王
（
皇
太
子
）
殿
下
が

御
来
県
。
天
鏡
閣
を
御
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
41
年
９
月
、皇
太
子
嘉
仁
親
王
殿
下（
大
正
天

皇
）
が
翁
島
御
別
邸
に
行
啓
に
な
り
、
５
日
間
滞
在

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
御
別
邸
を
「
天
鏡
閣
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
李
白
の
句
「
明
湖

落
天
鏡
」
に
由
来
し
て
お
り
ま
す
。

な
る
ひ
と

気
品
あ
る

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
洋
風
建
築

意
匠
を
こ
ら
し
た

優
雅
な
た
た
ず
ま
い

そ
の
名
の
い
わ
れ

ど
う
き
ゅ
う

ご

　
ざ

な
ら

う
っ
そ
う　

鬱
蒼
と
し
た
樹
木
に
囲

ま
れ
た
天
鏡
閣
で
す
が
、

建
築
さ
れ
た
頃
は
樹
木
も

少
な
く
、
遠
く
か
ら
で
も

そ
の
優
雅
な
姿
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
磐
梯

山
と
猪
苗
代
湖
を
目
前
に
ひ
か
え
る
こ
の
地
は
、
避

暑
や
賓
客
の
も
て
な
し
に
絶
好
の
土
地
柄
で
し
た
。

　
建
物
の
内
部
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
ご
と
に
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
意

匠
を
こ
ら
し
て
、
大
変

優
雅
な
造
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
豪
華

な
カ
ー
テ
ン
や
ジ
ュ
ー

タ
ン
、
そ
し
て
各
室
の

天
井
に
吊
さ
れ
た
絢
爛

た
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は

明
治
後
期
に
お
け
る
皇

族
別
邸
の
気
品
あ
る
豪

華
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

け
ん
ら
ん

り 

は
く

館
内
の
み
ど
こ
ろ

マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス

天
鏡
閣
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
館
内
に
は
七
面
の
鏡
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
鏡
と
と
も
に
美
し
い
大
理
石
の
二
十
六

個
の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
は
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
ス
タ

イ
ル
の
も
の
で
、
部
屋
の
配
置
に
よ
っ
て
ペ
ア
に
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ジ
ョ
リ
カ
タ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
製

の
タ
イ
ル
は
、
主
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
お
り
、
色
彩
と
い
い
形
と
い
い
、
手
造
り
な
ら
で
は
の

味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

シ
ャ
ン
デ
リ
ア

　

本
館
は
、
二
階
建
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
の
八
角
塔
屋

付
で
、
外
観
は
変
化
に
富
み
、
建
築
面
積
四
九
二
㎡

延
面
積
九
二
七
㎡
、
総
高
一
七
・
九
ｍ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
玄
関
を
入
る
と
中
央
廊
下
で
仕
切
ら
れ
て
お

り
、
南
側
に
は
主
要
室
を
、
北
側
に
は
小
室
を
配
し

て
い
ま
す
。

　

一
階
の
南
側
に
は
玄
関
よ
り
食
堂
、
客
間
、
撞
球

室
を
配
し
て
接
客
の
場
と
し
、
二
階
の
南
側
は
東
か

ら
御
寝
室
、
御
座
所
、
御
居
間
、
西
客
室
等
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
一
角
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

別
館
は
、
平
常
の
管
理
用
事
務
所
、
あ
る
い
は
そ

の
宿
泊
所
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
簡

素
で
は
あ
る
が
本
館
に
倣
っ
た
外
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。

　

表
門
は
、
煉
瓦
造
り
の
柱
門
で
、
両
開
き
の
鉄　

扉
を
吊
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
の
修
復

工
事
完
了
に
伴
い
、
家
具
調
度
品
を
復
元
し
、
併
せ

て
高
松
宮
殿
下
か
ら
御
下
賜
さ
れ
た
有
栖
川
宮
殿
下

ゆ
か
り
の
品
々
を
館
内
に
展
示
し
て
、
明
治
の
香
り

を
今
に
伝
え
る
べ
く
、
天
鏡
閣
を
一
般
に
開
放
し
ま

し
た
。

厠

厠
御
厠

食堂

撞球室

客間

天
井
飾
り

各
室
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
中
で
も
、
一
番
豪
華
な
雰
囲
気

の
あ
る
の
は
客
間
の
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
も
ほ
か
の
も
の
と
は
異
な
り
、
細
部
に

凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
繊
細
な
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
輝
く
光
は
、
独
特
の
情
緒
を
か
も
し
出
し
ま
す
。

天
井
に
施
さ
れ
た
円
形
の

飾
り
絵
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

香
り
を
伝
え
る
唐
草
模
様

が
、
白
い
天
井
に
、
美
し

い
光
の
陰
影
を
つ
く
り
出

し
ま
す
。
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

や
、
部
屋
に
よ
っ
て
、
デ

ザ
イ
ン
に
変
化
が
あ
り
ま

す
。
実
用
の
た
め
の
部
屋

は
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
で
す
。

一




